
「第43回全国豊かな海づくり大会
 おんせん県おおいた大会 」の概要

大分県の豊かな海や川を次代へ引き継いでいくため、つくり育てる漁業に一層取り組むとともに、
それらを育む自然環境を守っていくことの重要性を県内外へ広く訴えかける。

また､四季折々の味力(みりょく)あふれる多様な水産物に加え、「おんせん県おおいた」の新たな
魅力を全国へ広く発信する。

基本理念

○全国豊かな海づくり大会
（主催 豊かな海づくり大会推進委員会、開催地実行委員会の共催）
・食卓に安全で美味しい水産食料を届けるため、水産資源の保護･管理と環境保全の大切さを

広く国民に訴えること、つくり育てる漁業の推進を通じ、我が国漁業の振興と発展を図る
ことを目的として、継続して各地で開催されている国民的行事
（昭和56年に第1回大会を旧鶴見町で開催）

大会主要行事

○式典行事 会場 iichikoグランシアタ（大分市）

日程 令和6年11月10日（日）午前

○海上歓迎・放流行事 会場 別府港第４埠頭（別府市）

日程 令和6年11月10日（日）午後

○関連行事 会場 県内複数箇所

日程 令和6年11月9日（土）・10日（日）
内容 大会を県全体で盛り上げるため、市町村等と連携して水産関連イベントを実施

（別府港第４埠頭）

(漁業者メッセージ：秋田県提供）

・プロローグ（本県水産業等の紹介） ・主催者あいさつ
・功績団体表彰 ・漁業者メッセージ ・大会決議
・大会旗引継 など

・漁船による海上パレード ・放流 など

(2) 大会PR

今年度の取り組み(機運醸成)

(1) 1年前プレイベント

日程 令和5年11月4日（土）
会場 別府港第4埠頭及び多目的広場
内容 海上歓迎・放流行事

（本大会のリハーサルを兼ねて実施）
一般参加者を対象にした機運醸成イベント

・リレー放流
・森・川・海つながり実感 プロジェクト
・情報発信(SNS、HP、PR動画)
・地域イベントでの大会PR

大会テーマ

つなぐバトン 豊かな海を 次世代へ
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